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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラントを構成する部品に関する情報を検索する部品情報検索装置であって、
　前記プラントの監視装置に表示される系統画面であって前記部品を表すシンボルと共に
前記部品どうしの接続関係を表す系統画面と同じ画面である模擬系統画面を、表示部に表
示させる系統表示制御部と、
　利用者から前記シンボルの選択を受け付けるシンボル選択部と、
　前記部品を表す三次元モデルである部品モデルの組み合わせにより構成される、前記プ
ラントの三次元モデルであるプラントモデルであって、前記部品モデルのうち配管を表す
ものが、互いに異なる色で着色され、選択された前記シンボルが表す前記部品に対応する
前記部品モデルを強調したものを、前記表示部に表示させるモデル表示制御部と、
　前記利用者から前記部品モデルの選択を受け付けるモデル選択部と、
　選択された前記部品モデルが表す部品に関する情報を、前記表示部に表示させる部品情
報表示制御部と、
　前記プラントモデルを構成する前記部品モデルが表す前記部品どうしの接続関係を表す
詳細系統図であって、前記部品どうしの接続関係を表すラインが、前記部品どうしを接続
する配管を表す前記部品モデルの色と同じ色で着色された詳細系統図を、前記表示部に表
示させる詳細系統表示制御部と
　を備える部品情報検索装置。
【請求項２】
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　前記模擬系統画面が、前記プラントのシミュレータの操作に用いられる情報を表示する
画面である
　請求項１に記載の部品情報検索装置。
【請求項３】
　前記模擬系統画面に含まれる前記シンボルの数が、前記プラントモデルを構成する前記
部品モデルの数より少ない
　請求項１または請求項２に記載の部品情報検索装置。
【請求項４】
　前記プラントモデルは、前記模擬系統画面が表す系統に属する部品の前記部品モデルか
らなる
　請求項１から請求項３の何れか１項に記載の部品情報検索装置。
【請求項５】
　プラントを構成する部品に関する情報を検索する部品情報検索方法であって、
　部品情報検索装置が、前記プラントの監視装置に表示される系統画面であって前記部品
を表すシンボルと共に前記部品どうしの接続関係を表す系統画面と同じ画面である模擬系
統画面を、表示部に表示させることと、
　前記部品情報検索装置が、利用者から前記シンボルの選択を受け付けることと、
　部品情報検索装置が、前記部品を表す三次元モデルである部品モデルの組み合わせによ
り構成される、前記プラントの三次元モデルであるプラントモデルであって、前記部品モ
デルのうち配管を表すものが、互いに異なる色で着色され、選択された前記シンボルが表
す前記部品に対応する前記部品モデルを強調したものを、前記表示部に表示させることと
、
　部品情報検索装置が、前記利用者から前記部品モデルの選択を受け付けることと、
　部品情報検索装置が、選択された前記部品モデルが表す部品に関する情報を、前記表示
部に表示させることと、
　前記プラントモデルを構成する前記部品モデルが表す前記部品どうしの接続関係を表す
詳細系統図であって、前記部品どうしの接続関係を表すラインが、前記部品どうしを接続
する配管を表す前記部品モデルの色と同じ色で着色された詳細系統図を、前記表示部に表
示させることと
　を有する部品情報検索方法。
【請求項６】
　プラントを構成する部品に関する情報を検索する部品情報検索装置のコンピュータに、
　前記プラントの監視装置に表示される系統画面であって前記部品を表すシンボルと共に
前記部品どうしの接続関係を表す系統画面と同じ画面である模擬系統画面を、表示部に表
示させることと、
　利用者から前記シンボルの選択を受け付けることと、
　前記部品を表す三次元モデルである部品モデルの組み合わせにより構成される、前記プ
ラントの三次元モデルであるプラントモデルであって、前記部品モデルのうち配管を表す
ものが、互いに異なる色で着色され、選択された前記シンボルが表す前記部品に対応する
前記部品モデルを強調したものを、前記表示部に表示させることと、
　前記利用者から前記部品モデルの選択を受け付けることと、
　選択された前記部品モデルが表す部品に関する情報を、前記表示部に表示させることと
、
　前記プラントモデルを構成する前記部品モデルが表す前記部品どうしの接続関係を表す
詳細系統図であって、前記部品どうしの接続関係を表すラインが、前記部品どうしを接続
する配管を表す前記部品モデルの色と同じ色で着色された詳細系統図を、前記表示部に表
示させることと
　を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、プラントを構成する部品に関する情報を検索する部品情報検索装置、部品情
報検索方法、およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　プラントを監視する監視装置には、プラントを構成する各部品の接続関係を示す系統画
面が表示される。監視装置に表示される系統画面は、部品の論理的な接続関係を示すもの
である。そのため、系統画面には、実際の部品の空間的な位置関係が表れない。他方、プ
ラントの運転員の訓練に用いられるシミュレータには、実プラントの設計に従った三次元
モデルが適用されている。そのため、運転員は、シミュレータを操作することで、実際の
部品の空間的な位置関係を認識することができる。
　また、運転員は、プラントを運転するにあたり、プラントを構成する部品の仕様および
特性に基づいて当該部品を操作する必要がある。運転員が部品の仕様および特性を知るた
めには、部品の設計資料など、部品に関する情報を参照する必要がある。
【０００３】
　特許文献１には、プラントの監視装置に表示される系統画面のシンボルを選択した場合
に、２次元グラフィックまたは３次元グラフィックで当該シンボルが表す部品の位置を提
示する技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－５８２４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　プラントを構成する部品の数は膨大であるため、部品の設計資料は大量に存在する。ま
た運転員は、操作対象となる部品の機種名または型番を必ずしも知っているとは限らない
。そのため、運転員にとって、大量の設計資料の中から目的の部品に係る設計資料を探す
ことは困難である。
　また、シミュレータを操作することにより、運転員は操作対象となる部品の空間的な位
置を知ることができる。この場合、運転員は、部品の空間的な位置を知るために、まずシ
ミュレータの操作を知る必要があるため、容易に部品の空間的な位置を知ることができな
い。特許文献１に記載の技術によれば、運転員は、系統画面のシンボルの選択により部品
の空間的な位置を知ることができる。しかしながら、当該位置に存在する部品の設計資料
を探すことは、依然として困難である。
　本発明の目的は、運転員にプラントを構成する部品の空間的な位置を認識させ、かつ所
望の部品に関する情報を容易に取得させることを可能とする部品情報検索装置、部品情報
検索方法、およびプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の態様によれば、部品情報検索装置は、プラントを構成する部品に関する
情報を検索する部品情報検索装置であって、前記プラントの監視装置に表示される系統画
面であって前記部品を表すシンボルと共に前記部品どうしの接続関係を表す系統画面と同
じ画面である模擬系統画面を、表示部に表示させる系統表示制御部と、利用者から前記シ
ンボルの選択を受け付けるシンボル選択部と、前記部品を表す三次元モデルである部品モ
デルの組み合わせにより構成される、前記プラントの三次元モデルであるプラントモデル
であって、前記部品モデルのうち配管を表すものが、互いに異なる色で着色され、選択さ
れた前記シンボルが表す前記部品に対応する前記部品モデルを強調したものを、前記表示
部に表示させるモデル表示制御部と、前記利用者から前記部品モデルの選択を受け付ける
モデル選択部と、選択された前記部品モデルが表す部品に関する情報を、前記表示部に表
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示させる部品情報表示制御部と、前記プラントモデルを構成する前記部品モデルが表す前
記部品どうしの接続関係を表す詳細系統図であって、前記部品どうしの接続関係を表すラ
インが、前記部品どうしを接続する配管を表す前記部品モデルの色と同じ色で着色された
詳細系統図を、前記表示部に表示させる詳細系統表示制御部とを備える。
【０００７】
　本発明の第２の態様によれば、第１の態様に係る部品情報検索装置は、前記模擬系統画
面が、前記プラントのシミュレータの操作に用いられる情報を表示する画面であるもので
あってよい。
【０００８】
　本発明の第３の態様によれば、第１または第２の態様に係る部品情報検索装置は、前記
模擬系統画面に含まれる前記シンボルの数が、前記プラントモデルを構成する前記部品モ
デルの数より少ないものであってよい。
【０００９】
　本発明の第４の態様によれば、第１から第３の何れかの態様に係る部品情報検索装置は
、前記プラントモデルは、前記模擬系統画面が表す系統に属する部品の前記部品モデルか
らなるものであってよい。
【００１１】
　本発明の第６の態様によれば、部品情報検索方法は、プラントを構成する部品に関する
情報を検索する部品情報検索方法であって、部品情報検索装置が、前記プラントの監視装
置に表示される系統画面であって前記部品を表すシンボルと共に前記部品どうしの接続関
係を表す系統画面と同じ画面である模擬系統画面を、表示部に表示させることと、前記部
品情報検索装置が、利用者から前記シンボルの選択を受け付けることと、部品情報検索装
置が、前記部品を表す三次元モデルである部品モデルの組み合わせにより構成される、前
記プラントの三次元モデルであるプラントモデルであって、前記部品モデルのうち配管を
表すものが、互いに異なる色で着色され、選択された前記シンボルが表す前記部品に対応
する前記部品モデルを強調したものを、前記表示部に表示させることと、部品情報検索装
置が、前記利用者から前記部品モデルの選択を受け付けることと、部品情報検索装置が、
選択された前記部品モデルが表す部品に関する情報を、前記表示部に表示させることと、
前記プラントモデルを構成する前記部品モデルが表す前記部品どうしの接続関係を表す詳
細系統図であって、前記部品どうしの接続関係を表すラインが、前記部品どうしを接続す
る配管を表す前記部品モデルの色と同じ色で着色された詳細系統図を、前記表示部に表示
させることとを有する。
【００１２】
　本発明の第７の態様によれば、プログラムは、プラントを構成する部品に関する情報を
検索する部品情報検索装置のコンピュータに、前記プラントの監視装置に表示される系統
画面であって前記部品を表すシンボルと共に前記部品どうしの接続関係を表す系統画面と
同じ画面である模擬系統画面を、表示部に表示させることと、利用者から前記シンボルの
選択を受け付けることと、前記部品を表す三次元モデルである部品モデルの組み合わせに
より構成される、前記プラントの三次元モデルであるプラントモデルであって、前記部品
モデルのうち配管を表すものが、互いに異なる色で着色され、選択された前記シンボルが
表す前記部品に対応する前記部品モデルを強調したものを、前記表示部に表示させること
と、前記利用者から前記部品モデルの選択を受け付けることと、選択された前記部品モデ
ルが表す部品に関する情報を、前記表示部に表示させることと、前記プラントモデルを構
成する前記部品モデルが表す前記部品どうしの接続関係を表す詳細系統図であって、前記
部品どうしの接続関係を表すラインが、前記部品どうしを接続する配管を表す前記部品モ
デルの色と同じ色で着色された詳細系統図を、前記表示部に表示させることとを実行させ
る。
【発明の効果】
【００１３】
　上記態様のうち少なくとも１つの態様によれば、部品情報検索装置は、系統画面に表示
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されたシンボルの選択によりプラントモデルを表示させ、プラントモデルに表示された部
品モデルの選択により部品に関する情報を表示させる。これにより、部品情報検索装置は
、運転員が操作に慣れている系統画面の操作により部品の空間的位置を認識させることが
できる。また利用者は、部品を表す三次元モデルを選択することで、機種名または型番の
入力なしに部品情報検索装置に部品に関する情報を表示させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】第１の実施形態に係る部品情報検索システムの外観を示す概略ブロック図である
。
【図２】第１の実施形態に係る部品情報検索装置のソフトウェア構成を示す概略ブロック
図である。
【図３】第１の実施形態に係る部品情報検索装置の動作を示すフローチャートである。
【図４】第１の実施形態に係る模擬系統画面の例を示す図である。
【図５】第１の実施形態に係るプラントモデルの例を示す図である。
【図６】少なくとも１つの実施形態に係るコンピュータの構成を示す概略ブロック図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
〈第１の実施形態〉
　以下、図面を参照しながら第１の実施形態について詳しく説明する。
　図１は、第１の実施形態に係る部品情報検索システムの外観を示す概略ブロック図であ
る。
　第１の実施形態に係る部品情報検索システム１は、プラントのシミュレーション機能と
、当該プラントを構成する部品の設計資料の検索機能を有する。
　部品情報検索システム１は、第１表示装置１１、第２表示装置１２、マウス１３、キー
ボード１４、ジョイパッド１５、部品情報検索装置１６を備える。
　第１表示装置１１は、部品情報検索装置１６による演算結果のうち、プラントのシミュ
レーションに係る画面を表示する。
　第２表示装置１２は、部品情報検索装置１６による演算結果のうち、部品の検索に係る
画面を表示する。
　マウス１３、キーボード１４およびジョイパッド１５は、利用者から部品情報検索装置
１６への入力操作を受け付ける入力装置である。
　部品情報検索装置１６は、マウス１３、キーボード１４およびジョイパッド１５の入力
に応じた演算を行い、第１表示装置１１および第２表示装置１２に画面を表示させる。
【００１６】
　図２は、第１の実施形態に係る部品情報検索装置のソフトウェア構成を示す概略ブロッ
ク図である。
　部品情報検索装置１６は、データベース１０１、シミュレータ１０２、シミュレータ表
示制御部１０３、詳細系統表示制御部１０４、モデル表示制御部１０５、部品情報表示制
御部１０６、系統選択部１０７、シンボル選択部１０８、モデル選択部１０９、部品情報
選択部１１０を備える。
【００１７】
　データベース１０１は、シミュレータ１０２によるプラントのシミュレーションに用い
る情報、および部品の設計資料を記憶する。具体的には、データベース１０１は、プラン
トの監視装置のエミュレータプログラムと、プラントの三次元モデルであるプラントモデ
ルの構成に用いる情報を格納するモデルテーブルと、プラントを構成する部品の設計資料
を格納する部品情報テーブルと、プラントの系統ごとの詳細な系統図を格納する詳細系統
テーブルとを記憶する。
　エミュレータプログラムは、シミュレータ上で動作するプラントを監視するための監視
装置を模擬するためのプログラムである。



(6) JP 6049923 B1 2016.12.21

10

20

30

40

50

　モデルテーブルは、プラントを構成する部品の識別情報（部品ＩＤ）と、当該部品が属
する系統の識別情報（系統ＩＤ）と、当該部品を表す三次元モデルである部品モデルと、
当該部品モデルが配置される空間座標とを関連付けて格納する。
　部品情報テーブルは、プラントを構成する部品の部品ＩＤと、当該部品に係る設計資料
とを関連付けて格納する。
　詳細系統テーブルは、系統ＩＤと、当該系統ＩＤが示す系統に属する全ての部品の接続
関係を表す詳細系統図とを関連付けて格納する。
【００１８】
　シミュレータ１０２は、プラントの動作をシミュレートする。具体的には、シミュレー
タ１０２は、データベース１０１が記憶するモデルテーブルに基づいてプラントと利用者
のアバターとを仮想空間内に再現し、アバターによるプラント内の移動をシミュレートす
る。利用者は、ジョイパッド１５の操作によりアバターを動作させることができる。また
シミュレータ１０２は、アバターの近傍に再現された部品モデルが表す部品の操作をシミ
ュレートする。利用者は、マウス１３およびキーボード１４の操作により部品を操作する
ことができる。またシミュレータ１０２は、仮想空間に再現されたプラントの動作状態を
表示する監視装置をエミュレートする。監視装置は、プラントの系統ごとの部品の接続関
係およびその運転状態を表す系統画面を表示する装置である。以下、シミュレータ１０２
によってエミュレートされた監視装置を、模擬監視装置とよぶ。また、模擬監視装置が表
示する系統画面を、模擬系統画面とよぶ。
【００１９】
　シミュレータ表示制御部１０３は、シミュレータ１０２によるシミュレーションの結果
を第１表示装置１１に表示させる。
　詳細系統表示制御部１０４は、一の系統に属する全ての部品の接続関係を表す詳細系統
図を第２表示装置１２に表示させる。
　モデル表示制御部１０５は、一の系統に属する部品からなるプラントモデルを第２表示
装置１２に表示させる。
　部品情報表示制御部１０６は、一の部品の設計資料を第２表示装置１２に表示させる。
【００２０】
　系統選択部１０７は、マウス１３の操作により、第１表示装置１１に表示させる模擬系
統画面の選択を受け付ける。
　シンボル選択部１０８は、マウス１３の操作により、第１表示装置１１に表示された模
擬系統画面に含まれるシンボルの中から１つのシンボルの選択を受け付ける。
　モデル選択部１０９は、マウス１３の操作により、第２表示装置１２に表示されたプラ
ントモデルを構成する部品モデルの中から１つの部品モデルの選択を受け付ける。
　部品情報選択部１１０は、マウス１３の操作により、第２表示装置１２に表示された設
計資料の一覧の中から１つの設計資料の選択を受け付ける。
【００２１】
　次に、部品情報検索装置１６を用いた設計資料の検索方法について説明する。
　図３は、第１の実施形態に係る部品情報検索装置の動作を示すフローチャートである。
　部品情報検索装置１６を用いて設計資料を検索する場合、利用者は部品情報検索装置１
６を起動し、シミュレータ１０２に模擬監視装置をエミュレートさせる。シミュレータ１
０２が模擬監視装置のエミュレートを開始すると、シミュレータ表示制御部１０３は、複
数の系統の中から模擬系統画面を表示させる系統の選択を受け付ける画面を、第１表示装
置１１に表示する。
【００２２】
　系統選択部１０７は、利用者による系統の選択を待機する（ステップＳ１）。利用者は
、マウス１３を操作し、第１表示装置１１に表示された系統の選択肢の中から、１つの系
統を左クリックすることで、当該系統を選択することができる。利用者によって系統が選
択されると、シミュレータ１０２は、模擬監視装置に選択された系統に係る模擬系統画面
を表示させる。これにより、シミュレータ表示制御部１０３は、模擬系統画面を第１表示
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装置１１に表示させる。
【００２３】
　図４は、第１の実施形態に係る模擬系統画面の例を示す図である。
　第１表示装置１１に表示される模擬系統画面は、プラントの系統のうち利用者によって
選択された系統に属する部品の接続関係と、各部品の運転状況とを表す画面である。模擬
系統画面には、部品を表すシンボルＳと、部品どうしの接続関係を表すラインＬとが含ま
れる。模擬系統画面には、系統に属する部品のうち主要な部品のみが、シンボルＳとして
表示される。これは、画面が煩雑になることを防ぐためである。
【００２４】
　系統選択部１０７がステップＳ１で利用者による系統の選択を受け付けると、モデル表
示制御部１０５は、データベース１０１が記憶するモデルテーブルから、選択された系統
を示す系統ＩＤに関連付けられた部品モデルを抽出する（ステップＳ２）。次に、モデル
表示制御部１０５は、抽出された部品モデルを、当該部品モデルに関連付けられた空間座
標に従って仮想空間に配置する。これによりモデル表示制御部１０５は、選択された系統
に係るプラントモデルを生成する（ステップＳ３）。そして、モデル表示制御部１０５は
、生成したプラントモデルを第２表示装置１２に表示させる（ステップＳ４）。このとき
、モデル表示制御部１０５は、任意の視点座標に基づいてプラントモデルをレンダリング
する。
【００２５】
　図５は、第１の実施形態に係るプラントモデルの例を示す図である。
　第２表示装置１２に表示されるプラントモデルＭは、プラントの系統のうち利用者によ
って選択された系統に属する全ての部品を表す部品モデルからなる三次元モデルである。
プラントモデルＭにより、各部品の実際の空間的な位置関係が再現される。プラントモデ
ルＭを構成する部品モデルのうち、部品どうしを接続する配管を表すものは、それぞれ異
なる色で彩色されている。例えば、第１の配管を表す部品モデルは赤で彩色され、第２の
配管を表す部品モデルは青で彩色される。
【００２６】
　また、詳細系統表示制御部１０４は、データベース１０１が記憶する詳細系統テーブル
から、選択された系統を示す系統ＩＤに関連付けられた詳細系統図を読み出す（ステップ
Ｓ５）。次に、詳細系統表示制御部１０４は、読み出した詳細系統図を第２表示装置１２
に表示させる（ステップＳ６）。第２表示装置１２にプラントモデルＭとともに表示され
る詳細系統図は、プラントの系統のうち利用者によって選択された系統に属する全ての部
品の接続関係を示す系統図である。詳細系統図には、部品を表すシンボルと、部品どうし
の接続関係を表すラインとが含まれる。このうち、部品どうしの接続関係を表すラインは
、プラントモデルＭにおいて、その部品どうしを接続する配管を表す部品モデルの色と同
じ色で着色される。これにより、利用者は詳細系統図とプラントモデルＭとを比較するこ
とで、プラントモデルＭに表された配管がどの部品に接続されるものかを容易に認識する
ことができる。
【００２７】
　次に、シンボル選択部１０８は、利用者による第１表示装置１１に表示された模擬系統
画面に含まれるシンボルＳの選択を待機する（ステップＳ７）。利用者は、マウス１３を
操作し、第１表示装置１１に表示された模擬系統画面に含まれるシンボルＳの１つを左ク
リックすることで、当該シンボルＳを選択することができる。シンボル選択部１０８は、
利用者によるシンボルＳの選択を受け付けると、当該シンボルＳが表す部品の部品ＩＤを
特定する（ステップＳ８）。次に、モデル表示制御部１０５は、第２表示装置１２に表示
されているプラントモデルＭの中から特定された部品ＩＤに関連付けられた部品モデルを
特定する（ステップＳ９）。次に、モデル表示制御部１０５は、仮想空間の視点座標を特
定された部品モデルの空間座標から所定距離離れた位置に移動させ、視線方向を当該部品
モデルに向ける（ステップＳ１０）。このとき、モデル表示制御部１０５は、視点座標と
特定された部品モデルの空間座標との間に、他の部品モデルが存在しないように、視点座
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標を決定する。次に、モデル表示制御部１０５は、特定された部品モデルを強調してプラ
ントモデルＭをレンダリングする（ステップＳ１１）。部品モデルの強調の例としては、
当該部品モデルの色を他の部品モデルと異なる色に着色すること、当該部品モデルを点滅
させること、および当該部品モデルの周りに縁取りを付すことが挙げられる。なお、ステ
ップＳ１０の動作、すなわち特定された部品モデルにクローズアップすることも、特定さ
れた部品モデルの強調の一例である。これにより、第２表示装置１２には、ステップＳ７
で選択されたシンボルＳに対応する部品モデルにクローズアップしたプラントモデルＭが
表示される。
【００２８】
　次に、モデル選択部１０９は、利用者による第２表示装置１２に表示されたプラントモ
デルＭに含まれる部品モデルの選択を待機する（ステップＳ１２）。利用者は、マウス１
３を操作し、第２表示装置１２に表示されたプラントモデルＭに含まれる部品モデルの１
つを右クリックすることで、当該シンボルＳを選択することができる。利用者が選択する
部品モデルは、ステップＳ７で選択されたシンボルＳに対応するものでなくてよい。モデ
ル選択部１０９は、利用者による部品モデルの選択を受け付けると、当該部品モデルが表
す部品の部品ＩＤを特定する（ステップＳ１３）。次に、部品情報表示制御部１０６は、
モデル選択部１０９が特定した部品ＩＤに関連付けられた設計資料の一覧を、図５に示す
ようにポップアップメニューＰとして第２表示装置１２に表示させる（ステップＳ１４）
。
【００２９】
　次に、部品情報選択部１１０は、利用者による第２表示装置１２に表示されたポップア
ップメニューＰに含まれる設計資料の選択を待機する（ステップＳ１５）。利用者は、マ
ウス１３を操作し、第２表示装置１２に表示されたポップアップメニューＰに含まれる設
計資料の１つを左クリックすることで、当該設計資料を選択することができる。部品情報
選択部１１０は、利用者による設計資料の選択を受け付けると、当該設計資料をデータベ
ース１０１から読み出す（ステップＳ１６）。部品情報表示制御部１０６は、読み出した
設計資料を第２表示装置１２に表示させる（ステップＳ１７）。
【００３０】
　このように、第１の実施形態に係る部品情報検索システム１によれば、利用者は、所望
の部品に関する設計資料を容易に取得することができる。つまり、利用者は、以下の手順
で所望の部品（目的部品）に関する設計資料を取得することができる。まず、利用者は、
マウス１３の操作により第１表示装置１１に表示された模擬系統画面から目的部品の近傍
に存在する部品（代表部品）を表すシンボルＳを選択する。模擬系統画面は、利用者が普
段操作している監視装置の系統画面と同じ画面であるため、代表部品を容易に見つけるこ
とができる。次に、利用者は、マウス１３の操作により第２表示装置１２に表示されたプ
ラントモデルＭから目的部品を表す部品モデルを選択する。第２表示装置１２に表示され
たプラントモデルＭは、代表部品を表す部品モデルにクローズアップされている。そのた
め、代表部品の近傍に存在する目的部品の部品モデルは、多くの場合、プラントモデルＭ
の移動、回転または拡大の操作を行うことなく、第２表示装置１２に表示されている。ま
た目的部品の部品モデルが第２表示装置１２に表示されていない場合にも、利用者は、少
ない操作により目的部品を第２表示装置１２に表示させることができる。以上の手順によ
り、第２表示装置１２に目的部品に関する設計資料が表示される。
【００３１】
　また、第１の実施形態に係る部品情報検索システム１は、模擬系統画面のマウス操作に
より、代表部品を表す部品モデルを強調したプラントモデルＭを表示する。これにより、
利用者は、キーボード１４およびジョイパッド１５によるシミュレータ１０２の操作に不
慣れである場合にも、容易にプラントを構成する部品の空間的な位置を認識することがで
きる。
【００３２】
　また、第１の実施形態に係る部品情報検索システム１は、模擬系統画面を第１表示装置
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１１に表示し、プラントモデルＭ、詳細系統図、および設計資料を第２表示装置１２に表
示する。実際の監視装置の系統画面には、シンボルの選択によってプラントモデルＭ、詳
細系統図、および設計資料が表示されない。そのため、第１表示装置１１に表示される画
面は実際の監視装置に則った画面となる。つまり、第１の実施形態に係る部品情報検索シ
ステム１によれば、監視装置のエミュレートを阻害することなく、プラントモデルＭ、詳
細系統図、および設計資料を提示することができる。
【００３３】
　また、第１の実施形態に係る部品情報検索システム１は、シミュレータ１０２がエミュ
レートする模擬監視装置を用いて部品の設計資料を検索するシステムである。これにより
、利用者は、操作対象となる部品の設計資料を参照しながらプラントの運転訓練を行うこ
とができる。
【００３４】
　また、第１の実施形態に係る模擬系統画面に含まれるシンボルＳの数は、プラントモデ
ルＭを構成する部品モデルの数より少ない。これにより、部品情報検索システム１は、模
擬系統画面が煩雑になることを防ぎ、利用者が容易に目的部品の近傍に存在する代表部品
を探し出すことができる。
　また、第２表示装置１２に表示されるプラントモデルＭは、利用者によって選択された
系統に属する部品を表す部品モデルからなるプラントモデルＭである。これにより、部品
情報検索システム１は、表示されるプラントモデルＭが煩雑になることを防ぐことができ
る。
【００３５】
　以上、図面を参照して一実施形態について詳しく説明してきたが、具体的な構成は上述
のものに限られることはなく、様々な設計変更等をすることが可能である。
　例えば、上述の実施形態に係る部品情報検索システム１は、プラントのシミュレータを
用いて部品の設計資料を検索するが、これに限られない。例えば、他の実施形態に係る部
品情報検索システム１は、プラントのシミュレータ機能を備えなくてもよい。この場合、
部品情報検索システム１は、監視装置の系統画面と同じ画面である模擬系統画面をシミュ
レータの機能によらずに表示させる。例えば、他の実施形態に係る部品情報検索システム
１は、携帯端末に実装されてよい。これにより、利用者は、実際のプラントにおいて操作
対象の設計資料を容易に探すことができる。
【００３６】
　また、上述の実施形態に係る部品情報検索システム１は、プラントモデルＭのうち選択
された代表部品に係る部品モデルを強調するために、当該部品モデルにクローズアップす
るが、これに限られない。例えば、他の実施形態では、部品モデルにクローズアップせず
、着色、点滅、縁取りまたはその他の方法で部品モデルを強調してよい。部品モデルにク
ローズアップしない場合、利用者はプラントモデルＭに移動、回転、拡大などの操作を行
う必要があるが、代表部品に係る部品モデルが強調されているため、目的部品を容易に探
すことができる。
【００３７】
　また、上述の実施形態に係る部品情報検索システム１は、模擬系統画面のマウス操作に
より、代表部品を表す部品モデルを強調したプラントモデルＭを表示するが、これに限ら
れない。例えば、他の実施形態に係る、部品情報検索システム１は、キーボード１４、ジ
ョイパッド１５、または他の入力装置により、代表部品を表す部品モデルを強調したプラ
ントモデルＭを表示してよい。
【００３８】
　また、上述した実施形態に係る部品情報検索システム１は、部品モデルの右クリックに
よりポップアップメニューＰを表示させ、ポップアップメニューＰに含まれる設計資料の
左クリックにより設計資料が表示されるが、これに限られない。例えば、他の実施形態に
係る部品情報検索システム１は、部品モデルの左クリックにより設計資料を直接表示させ
てもよい。
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【００３９】
　また、上述した実施形態に係る部品情報検索システム１は、部品に関する情報として設
計資料を表示するが、これに限られない。例えば、他の実施形態では、部品情報検索シス
テム１は、部品に関する情報として、運転者が記載したメモ、写真または他の情報を表示
してもよい。
【００４０】
　また、上述の実施形態に係る部品情報検索システム１は、模擬系統画面を第１表示装置
１１に表示し、プラントモデルＭ、詳細系統図、および設計資料を第２表示装置１２に表
示するが、これに限られない。例えば、他の実施形態に係る部品情報検索システム１は、
模擬系統画面、プラントモデルＭ、詳細系統図、および設計資料を同一の表示装置に表示
させてもよい。この場合、部品情報検索システム１は、表示装置を１つだけ備えるもので
あってよい。
【００４１】
　また、上述の実施形態に係る模擬系統画面に含まれるシンボルＳの数は、プラントモデ
ルＭを構成する部品モデルの数より少ないが、これに限られない。例えば、他の実施形態
に係る部品情報検索システム１においては、模擬系統画面に全ての機器に相当するシンボ
ルＳが表示されてもよい。
【００４２】
　また、上述した実施形態に係るデータベース１０１は、部品ＩＤによって関係づけされ
たモデルテーブルと部品情報テーブルとをそれぞれ記憶するが、これに限られない。例え
ば、他の実施形態に係るデータベース１０１は、モデルテーブルと部品情報テーブルとを
結合した１つのテーブルを記憶しても良い。
　また、上述した実施形態ではモデル表示制御部１０５が、モデルテーブルから選択され
た系統を示す系統ＩＤに関連付けられた部品モデルを抽出してプラントモデルＭを生成す
るが、これに限られない。例えば、他の実施形態では、データベース１０１が系統ごとの
プラントモデルＭを予め記憶し、モデル表示制御部１０５が、データベース１０１から選
択された系統に係るプラントモデルＭをデータベース１０１から読み出してもよい。
【００４３】
　また、上述した実施形態に係る部品情報検索システム１は、模擬系統画面を表示すべき
系統が選択されたときに、プラントモデルＭに加えて詳細系統図を表示するが、これに限
られない。例えば、他の実施形態に係る部品情報検索システム１は、詳細系統図を表示し
なくてもよい。この場合、プラントモデルＭの配管を表す部品モデルは、配管別に着色さ
れていなくてよい。
【００４４】
〈コンピュータ構成〉
　図６は、少なくとも１つの実施形態に係るコンピュータの構成を示す概略ブロック図で
ある。
　コンピュータ９００は、ＣＰＵ９０１、主記憶装置９０２、補助記憶装置９０３、入出
力インタフェース９０４、通信インタフェース９０５を備える。
　上述の部品情報検索装置１６は、コンピュータ９００に実装される。そして、上述した
各処理部の動作は、プログラムの形式で補助記憶装置９０３に記憶されている。ＣＰＵ９
０１は、プログラムを補助記憶装置９０３から読み出して主記憶装置９０２に展開し、当
該プログラムに従って上記処理を実行する。また、ＣＰＵ９０１は、プログラムに従って
、上述したデータベース１０１に対応する記憶領域を補助記憶装置９０３に確保する。
【００４５】
　なお、少なくとも１つの実施形態において、補助記憶装置９０３は、一時的でない有形
の媒体の一例である。一時的でない有形の媒体の他の例としては、入出力インタフェース
９０４を介して接続される外部ストレージ９１０および通信インタフェース９０５を介し
て接続される外部サーバ９２０が挙げられる。外部ストレージ９１０の例としては、光デ
ィスク、磁気ディスク、光磁気ディスク、半導体メモリ等が挙げられる。
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　プログラムがネットワークＮを介して外部サーバ９２０からコンピュータ９００に配信
される場合、配信を受けたコンピュータ９００が当該プログラムを主記憶装置９０２に展
開し、上記処理を実行してもよい。
　また、他の実施形態においては、コンピュータ９００は、必ずしも通信インタフェース
９０５を備えなくてもよい。
【００４６】
　また、当該プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであってもよい。
さらに、当該プログラムは、前述した機能を補助記憶装置９０３に既に記憶されている他
のプログラムとの組み合わせで実現する差分ファイル（差分プログラム）でもよい。例え
ば、コンピュータ９００にシミュレータ機能を実現させるためのプログラムと、コンピュ
ータ９００に検索機能を実現させるためのプログラムとは別個のプログラムであってよい
。
【００４７】
　また、他の実施形態においては、データベース１０１、シミュレータ１０２、シミュレ
ータ表示制御部１０３、詳細系統表示制御部１０４、モデル表示制御部１０５、部品情報
表示制御部１０６、系統選択部１０７、シンボル選択部１０８、モデル選択部１０９、部
品情報選択部１１０の少なくとも一部が外部サーバ９２０に備えられ、その実行結果がコ
ンピュータ９００に配信されるものであってもよい。つまり、部品情報検索システム１は
、クラウドコンピューティングシステムやグリッドコンピューティングシステムにより実
現されてもよい。
【符号の説明】
【００４８】
１　部品情報検索システム
１１　第１表示装置
１２　第２表示装置
１３　マウス
１４　キーボード
１５　ジョイパッド
１６　部品情報検索装置
１０１　データベース
１０２　シミュレータ
１０３　シミュレータ表示制御部
１０４　詳細系統表示制御部
１０５　モデル表示制御部
１０６　部品情報表示制御部
１０７　系統選択部
１０８　シンボル選択部
１０９　モデル選択部
１１０　部品情報選択部
【要約】　　　（修正有）
【課題】運転員にプラントを構成する部品の空間的な位置を認識させ、かつ所望の部品に
関する情報を容易に取得させる。
【解決手段】系統表示制御部は、模擬系統画面を表示部に表示させる。模擬系統画面とは
、プラントの監視装置に表示される系統画面であってプラントを構成する部品を表すシン
ボルと共に部品どうしの接続関係を表す系統画面と同じ画面である。シンボル選択部１０
８は、利用者から前記シンボルの選択を受け付ける。モデル表示制御部１０５は、選択さ
れたシンボルが表す部品に対応する部品モデルを強調したプラントモデルを、表示部に表
示させる。プラントモデルとは、部品を表す三次元モデルである部品モデルの組み合わせ
により構成されるプラントの三次元モデルである。モデル選択部１０９は、利用者から部
品モデルの選択を受け付ける。部品情報表示制御部１０６は、選択されたモデルが表す部
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【選択図】図２

【図１】 【図２】
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